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引
用
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
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ど
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よ
う
心
問
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充
が
な
ぜ
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祭
犯
の
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味
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銭
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認
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史
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す
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す
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知
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不
可
の
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を
知
る
あ
た
わ
ず
。
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を
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J
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し
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に
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う
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そ
の
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む
を
知
る
あ
た
わ

九戸、
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/
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ず
し
禁
行
を
受
け
し
者
も
亦
た
そ
の
忌
む
を
焼
ら
ず
心
述
り
に

相
い
放
殺
し
、
あ
る
い
は
、
別
せ
ら
る
れ
ば
、
父
母
死
に
不
一
る

も
法
芥
せ
ず
、
基
側
に
歪
る
も
、
敢
て
葬
に
臨
ま
ず
、
其
の
失

は
弔
喪
す
ら
行
わ
ず
、
化
人
の
艇
を
見
る
に
至
る
。

詳
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被
川
川
魚
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、
不
上
丘
基
。
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知
不
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、
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其
不
可
之

怠
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能
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立
ハ
詳
Q

受
禁
行
者
亦
不
渡
其
忌
。

波
相
放
殺
、
…
市
中
一
或
子
被
刑
、
父
母
死
、
不
注
葬
。
若
至
慕
側
、

不
敢
臨
葬
。
北
ハ
失
至
於
不
行
弔
喪
、
見
位
人
之
枢
。

こ
の
文
は
、
タ
ブ
ー
に
呪
縛
さ
れ
た
民
衆
の
質
態
を
見
事
に
描
き

出
し
て
い
る
。

な
ぜ
詳
む
の
か
、
禁
ず
る
者
も
、
禁
じ
ら
れ
た
者
も
共
に
不
明
の

ま
主
」
間
信
し
て
い
る
。
縞
忠
の
ふ
り
か
か
っ
て
来
る
の
を
た
い
ム
恐

れ
、
禁
忌
す
る
民
間
信
仰
の
姿
で
も
あ
る
。
こ
の
禁
忌
の
結
果
、
一
ー
受

刑
者
は
父
母
の
死
に
禽
っ
て
も
法
葬
せ
ず
、
慕
側
へ
行
っ
て
も
、
そ

の
埋
葬
に
加
わ
ら
ず
、
市
喪
も
せ
ず
、
他
人
の
拡
を
見
ゃ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る

J

と
そ
の
怒
弊
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
タ
ブ
!
と
呪
縛
は
な
に
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
。
王
充
は
こ
の

あ
る
と
考
え
る
。
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、
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知
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し
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京
本
と
す
る
「
孝
絞
い
の
論
理
が
、
受
刑
者
を
安
葬
か
ら
除
外
す

る
，
訴
訟
を
生
み
だ
し
た
と
一
一
沿
う
の
で
あ
る
心

安
刑
者
は
身
に
刺
す
さ
れ
、
愛
情
を
山
政
傷
ず
る
心
待
少
な
く
行
い

忠
く
、
身
を
戒
慎
し
な
か
っ
た
報
い
で
あ
る
心
人
の
子
は
刑
に
よ
り

訴

し

め

ら

れ

た

身

を

恕

悦

し

、

こ

の

蛇

悦

、

、

A.

、

h
け
ノ

S
T
4
hけ
ノ

に
よ

こ
ム
」

し

の
で

吋
《
の

と
し
て
、
ト
3
F
h

庁
J
よ
ね
b
h
r
〉

、

京
h

L
J
d
l
μ
t
}ノ
前
/
む
し

3

え
パ
い
レ
コ
工
、

夕
刻

H

U

L

い

の
場
所
で
あ
る
c

心不
l一L
h
J
内

2
7ム
ー
:
)

予
ベ
升
詰
却
す
と
こ

続
さ
れ
る
c

今
、
受
刑
者
が
祭
供
を
と
も
に
し
、
先
人
の

る
こ
と
を
禁
忌
と
す
る
の
は
、
卑
謙
譲
敬
、
退
一
議
自
践
の

あ
る
。
ま
た
、
税
先
の
援
は
、
子
孫
が
庭
刑
さ
れ
て
い
る
の
を
見
F

れ

ば
、
哀
れ
み
い
た
み
、
祭
柁
に
臨
ん
で
散
享
す
る
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
る
の
を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
推
定
す
る
。

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
義
理
」
の
禁
で
あ
り
、
犯
す
こ
と
に
よ
り

「
凶
怒
い
の
報
い
が
あ
る
と
い
う
禁
忌
で
は
な
い
と
批
判
す
る
〉

こ
の
義
理
の
禁
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
王
充
は
一
本
的
の
三
一
議
の

故
事
に
求
め
て
い
る
。

昔
、
太
伯
、
王
季
に
聖
子
文
王
あ
り
、
太
王
…
怠
に
之
を
立
て
ん

と
欲
す
る
を
知
り
、
山
地
ん
に
入
り
薬
を
采
り
、
断
髪
文
身
し
、
以

て
問
先
裕
に
随
い
し
が
、
太
主
薬
ず
と
ハ
き
き
)
、
太
的
選
る
c

王

な
る
こ
と
)
を
避
く
u

大
的
存
び
譲

て
日
く
、

ら
で侍
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の

7
9
J
b
、

た

人
な
り
れ

の
裕
た
る
髪
を
断
ち
身
に
す
じ

の
主
と
な
る
べ
か
ら
ず
い
と
。

の
秒
以
で
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る

〉
ぎ
〕
よ
ム
m
U
H
山
れ
と
£

y

A

U

J

f
イ
ノ
A
j
M
M
m
制
タ

lι

チ
人

f
ノ

川
内
ふ
ぷ
パ
ノ

平
山
ゐ
符
ド

fu:

、人

vつ

7ニ
'--

と{之

、.
》」

L

U

れ
る
ご

上
ら
な
い
の
は
、
大
伯
が
主
と
な
ら
な
か

の

で

あ

る

が

、

で

き

な

い

と

い

っ

て



も
、
枢
葬
す
る
と
い
う
と
き
に
あ
っ
て

な
い
己
と
主
張
し
て
い
る
。

王
充
の
喪
葬
に
針
す
る
考
え
は
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に

か
ら
っ
薄
葬
」
に
至
る
各
絹
に
一
ぶ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
安
は

「
喪
は
そ
の
お
ま
ら
ん
よ
り
は
寧
ろ
成
め
い
ハ
…
論
語
」
八
伶
〉
に
お

き
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。

喪
に
お
い
て
は
ん
i

京
を
致
す
い
子
と
し
て
の
倫
理
を
俊
先
さ
せ
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
い
た
と
え
、
受
刑
し
て
断
援
文
身
で
あ
っ

、.

た
と
し
て
も
、
一
i

権
」
を
も
っ
て
到
底
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
「
死
人
を
葬
す
る
に
先
制
胤
痛
み
、
刑
人
を
見
る
に
先
租
哀
し

む
。
亥
し
む
べ
き
身
を
椛
し
、
出
む
べ
き
民
合
返
る
:
:
:
何
ぞ
悦
ず

る
こ
と
之
れ
あ
ら
ん
い
じ
と
は
こ
の
芯
に
他
な
ら
な
い
じ

〈
禁
忌
の
一
…
…
〉

奴
婦
と
出
生
児
の
禁
誌
と
は
、
産
婦
の
、
内
絡
を
不
吉
と
す
る
中
か

ら
生
ま
れ
た
タ
ブ
ー
で
あ
る
c

婦
人
の
乳
子
を
訴
み
、
以
て
不
古
と
な
す
。
ま
さ
に
古
事
を
m

げ
、
山
林
に
入
り
、
法
行
し
、
川
w
砕
を
波
ら
ん
と
す
る
者
は
、

皆
、
之
、
れ
と
交
通
せ
ず
。
乳
子
の
家
も
ま
た
之

昨
に
臨
し
、
月
や
一
騎
え
な
ば
乃
ち
入
る
む
之
を

し。

な
い
と
い
う
の
で
は

詳
婦
人
乳
子
、
以
然
不
吉
c

入
Ul 
j本

の
観
念
は
、

れ
る
こ
と
で
も
あ
一
る
が
、
産
鮮
の
汚
れ
に
釘
す
る
も
の
で
あ

る
心
主
充
が
述
べ
て
い
る
姐
婦
と
そ
の
出
産
に
つ
い
て
の
タ
ブ
ー
も

ブ
レ
ザ
ー
の
記
述
と
共
通
し
て
い
る
。

「
多
く
の
民
族
の
枇
舎
で
同
様
な
制
限
が
、
明
ら
か
に
同
じ
班
出

(
不
添
〉
か
ら
産
振
の
交
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
刻

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

問
中
の
女
は
、
一
桜
倒
す
る
人
物
や
物
口
仰
を
こ
と
ご
と
く
汚
す
危
険

、
、
、
、
、
、

な
欣
態
に
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
・
:
ハ
中
略
)
・
:
・
:
出
産
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
色
、
、
、
、

迫
っ
た
蛇
婦
は
葦
で
つ
く
っ
た
惨
め
な
小
屋
に
退
い
て
出
産
後
二

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

十
日
間
は
そ
こ
に
潟
ま
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
恕
由
が
何
で
あ
ろ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
と
設
も
鰯
れ
よ
う
と
し
な
い
ほ
ど
汚
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、

食
物
は
椋
の
先
に
つ
け
て
差
し
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
c

L

(
お
波
文

庫
「
金
校
篇
」
口
一
二
七
支
)

産
篠
山
ザ
に
隔
離
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
隔
離
中
そ
の
子
に
鰯
れ

る
こ
と
が
禁
忌
と
さ
れ
る
こ
と
等
の
プ
レ
イ
ザ
!
の
一
記
述
は
、
後
漢

の
こ
の
習
俗
と
同
じ
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

に

つ

い

て

、

、

こ
の子
は
か
凶
と
し
て

て

ず

臨
道
昨
、

プ
レ
イ
ザ
!
の
「

( 19 ) 

天
地
の
精
徴
な
り
。
何
を

ん
む
人
は
物
な
り
c

子
も
亦
た
物
な



り

と
持
物
の
生
ず
る
と
仰
を
以
て
呉
な
ら
ん
。

高
物
の

て

A 
0) 
も

父

た

之

れ

せ

ん

か

。

と
い
っ
て
獄
ノ
円
の
人
間
生
成
論
か
ら
反
論
す
る
。
ま
た
、

う
こ
と
か
ら
禁
忌
す
る
こ
と
に
削
別
し
て
も
、
…
一
史
衣
之
ん

之
内
い
と
腕
先
と
の
関
係
な
も
ち
出
し
て
、
護
婦
と
出
ケ

忌
と
す
る
観
念
を
矛
応
す
る
も
の
と
批
判
し
て
い
る
ら

し
か
し
、
こ
の
禁
法
の
観
念
を
王
充
は
、
一
回
に
お
い
て
一

な
生
活
ー
な
忘
向
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

入
J

、

1
L
V
 

よ
t:二、
ノ

な
嫌
う
中
に
、

I
A
m
の

へ

い
丸
焼
之
節
い
に
令
す
る
も
の
を
内
正
す
る
と
い
う

〉
J
h
-
リ
/
一
ミ
パ
U

、

q
，吋
J

バ
」
い
J
Q
じ
h
ノ

の
で

の
間
〉

正
月
と
五
月
に
出
生
す
る

正
月
・
五
月
の
子
を
州
市

月
の
子
は
父
と
時
を
殺
す
、

に
之
れ
ι

父
母
た
ま
た
ま
死
す
れ
ば

と
沼
う
仁

る

お
も
え
ら
く
正
月
・
五

る

な

り

と

〈

で

じ
て

出ぷ

ーメ

3
E
j
E
1
子
、
芝
、
え
れ
川
、
ヨ

ー
ム
ー
で

i
iノ
マ
ム

r
I
J
ム
J

ゾハ不
4
/
r
f
/
i
s
p

、
に

l
L
H勺
じ
い
一
、

4
一
じ
い
か
什
冷
/

る

こ
の
風
習
が
い
つ
頃
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
か
、
そ
の
根
源
を
探
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
、
が
、
か
な
り
古
く
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
一
史
記
z
j

二
支
出
百
君
列
惇
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
「
風
俗
通
一
、
一
西
京
雑
記
一
、
一
世
設
一
耕
一
詰
i

一
一
等
々
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
か
な
り
一
般
に
博
播
し
て
い
た
風
習
で
あ

っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
コの
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
そ
の
非
を
論
じ
て
い

る
が
、
こ
の
風
習
の
淵
泌
を
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。

、

.

、

、

、

、

、

犬
れ
正
月
は
裁
の
始
め
、
五
月
は
体
位
協
な
り
。
子
此
の
月
を
以

、

、

、

、

て
生
る
れ
ば
、
縞
織
ん
に
熱
烈
し
く
、
父
母
を
厭
勝
す
。
父
母

た
え
ず
、
ま
さ
に
そ
の
患
を
受
け
ん
と
す
c
侍
え
相
い
放
散
し
、

然
ら
ず
と
謂
う
な
し
こ
空
し
き
詳
み
の
言
あ
る
も
質
凶
の
設
な

し
む
位
俗
こ
れ
に
惑
う
は
、
設
非
の
甚
し
き
な
り
ひ

の
推
定
す
る
淵
源
は
、
一
口
口
氏
春
秋
」
に
山
崎
吉
設
す
る

あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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令
以'トし

が
、
こ

れ
る
凶
大
誌
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た

き

て

い

の

の
ま
と
め
に

ザ

<;:J 
〆

必
ず
之
れ
を
紳
慌
に

、弘

/
U

喝、

一
け
い
り

l
v

く;主

し
以
て

然
る
后
に
批
入
信
用
し
川
氏
れ
避

四

万

…

出

じ

か

世

し
な
ば
、

ま
J

ま

p
f
v
l
v
 



に
観
覧
せ
し
む
。
夫
の
山
俗
微
小
の
訴
は
衆
多
に
あ
ら
ざ
る

も
、
み
な
人
に
倒
め
て
妥
を
な
さ
し
め
、
人
を
し
て
阪
を
設
ん

ぜ
し
む
る
に
あ
り
の
光
州
の
者
、
凶
醜
の
械
な
し
υ

忌
は
「
成
納
入
魚
沼
、
州
民
人
京
阪
。
無
鬼
神
之
容
、
関
醜
之

柄
。
」
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

王
充
の
結
論
は
、
以
上
の
文
に
志
き
で
い
る
が
、
恐
ら
く
「
山
俗

微
小
の
詳
ん
に
関
し
て
市
中
日
き
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ω叶
世
詩
作
双
時
忠
間
前
、
一
人
不
食
己
、

ω勺
世
辞
成
刀
井
上
。
~
、

ω「
ほ
氷
山
任
捨
而
坐

f
、
川
W

1

山
反
懸
冠
。
i

…
、
同
「
時
保
渡
orz
一、川
w

「
mw
相
代
却
。
い
、
め
「
月
以
川
市
引
相
受
。
い
と
禁
一
日
}
仙
の
訟
を
列
車
し
、

こ
の
語
句
に
示
さ
れ
る
「
叫
ん
の
文
字
に
開
削
し
て
、
「
純
記
」
山
躍

の
寸
時
掛
飯
、
川
川
流
歌
。
一
(
飯
を
持
む
る
と
な
か
れ
、
流
激
す
る
こ

、

、

、

、

、

と
な
か
れ
)
と
別
比
さ
せ
、
一
{
的
別
式
の
禁
に
し
て
未
だ
必
ず
し
も
来
日

、.、‘
凶

の

と

く

り

か

え

し

述

べ

て

い

る

。

の
中
で

ω、
悌
が
間
一
識
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
株
取
己
仙
の

こ
と
は
、
特
に

今

、

我

々

は

の

の

警

俗

、

仰
の
一
端
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
別
封
す
る
主
充
の
批
判
に

味
あ
る
問
題
が
泌
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
禁
忌
を
常
に
義
迎
・
滋
義
の
市
か
ら
見
ょ
う
と
す
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
淵
源
論
捺
を
常
に
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

る

心

批

判

否

定

し

て

し

ま

わ

な

い

の

だ

ろ

う

。

の

批

判

が
徹
底
を
紋
く
の
は
な
ぜ
か
じ
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
節

を
改
め
考
察
す
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
、
「
談
門
の
中
に
一
部
さ

れ
る
者
俗
・
民
間
信
仰
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一

例

の

禁

忌

と

批

判

こ
の
篇
で
と
り
あ
げ
仙
は
、
日
時
の
吉
凶
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
習
俗
で
あ
る
。
…
im

」
と
は
泣
い
、
官
頭
の
文
は
、
位
俗

の
日
時
〈
天
時
)
の
禁
の
賀
態
を
説
い
て
い
る
。

世
俗
は
岐
に
歳
時
を
信
じ
、
叉
、
日
を
信
、
ず
、
事
を
山
本
ぐ
る
に

去
し
病
・
死
・
災
・
忠
あ
ら
ば
、
大
な
れ
ば
別
ち
之
れ
を
歳
月

を
犯
鰯
す
と
お
い
、
小
な
れ
ば
別
ち
之
れ
を
臼
禁
を
避
け
ず
と

抑
制
う
。
歳
月
の
待
、
い
ほ
に
用
い
ら
れ
、
日
禁
の
書
も
ま
た
行
わ

る
。
社
俗
の
人
、
心
を
委
ね
之
れ
を
一
信
じ
、
排
論
の
士
も
ま
た

定
む
る
あ
た
わ
ず
じ
是
の
以
に
世
人
事
を
翠
ぐ
る
に
、
心
に
考

せ
ず
し
て
日
に
合
わ
せ
、
義
に
参
ぜ
ず
し
て
時
に
致
す
。
時
日

の
書
、
衆
多
一
に
あ
ら
ず
。
略
ぼ
較
著
な
る
を
翠
げ
、
北
(
の
是

非
を
明
ら
か
に
し
、
天
時
を
一
倍
ぜ
し
人
を
し
て
、
ま
さ
に
一
た

び
疑
わ
せ
之
れ
に
倍
か
せ
し
め
ん
と
す
。
夫
れ
耐
一
腕
は
盛
衰
に

随
い
て
歪
り
、
代
謝
し
て
然
り
。
事
を
翠
ぐ
る
に
凶
と
臼
わ
ば
、

人
は
凶
の
殺
あ
る
を
畏
れ
、
古
と
臼
わ
ば
、
人
は
古
の
験
あ
る

紘
一
端
自
ら
至
ら
ば
、
前
の
吉
凶
を
述
べ
、
以
て
相
い
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戎
則
被
す
。
此
れ

し
者
の

時
日
の

の
系
役
疑
わ
れ
ざ
る
所
以
に
し
て
、

る
所
以
な
り
つ

々
を
と
っ

あ
げ
批
判
を
展
開
し
て
い
る
Q

1
hじ
r
手
ご
二
、
)
、
J

L

工
1
2
r

一ヨペ
J
W似
し

v
と
し
ょ
/
グ

d
I
…
イ
ん

り
、
「
主
役
ゴ
ヨ
才
専
つ
け
山
道

!
j
l
t
i
t
i
t
h
e
s
-
町

〆

1
1
'
f
u
V
4
1
施、、寸〆

O
家
の
設
が
あ
っ
た
と
い
う
ひ

後
誌
で
は
も
っ
と
多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
係
人
和
は

こ
の
葬
肢
の
典
担
と
し
て
、
主
充
は

片
手
工

L
E、
む
吉
、
之
、
、
J
1
0
間
柔
、

3
7

1
Y
J
V
Jノ心ノ
F

4

J
ノ
i
γ
j
A
γ
し

1
1
6
防

r
一弘山

d

n、
古
に
し
て
容
な
き
は
、
間
柔
和
い
得
、

ば
、
乃
ち
が
口
良
と
な
す
り
此
の
間
合
わ
ざ
れ
ば
、

恐
と
な
す
り

芥
避
九
穴
心
地
色
、
及
日
之
側
柔
、

:
1
1号、

e
j
i
i
:
;
l
L〉

ザ
芳
江
作
問
、
奇
柏
村
社
J

松

下

ん

住

川
2

と
い
う
訟
を
あ
げ
て
い
る
の

日
け
の
側
柔
い
と
は
奇
抜
一
合
側
、

併

で

き

‘

コ

パ

の

と

は

γ
ω
t
 

の
口
付
件
付
の
ト
い
は
凶
J
d
占

う

で

あ

よ
れ
ば
、
庶
代
に
あ
っ
て
、
二
一

に
し
て
こ
の
あ
る
か
ら
、

て
い
る
。

偶
数
十
}
柔
と
い
う
こ
と
か
ら
理

偶

数

の

月

の

こ

味

」
の
ト
い
の
仕
方
は
正
確
に
は
不
明
で
あ
る
が

守

s
i
g
h
'

冷ペペ
a曜
、
ノ

rトド

a'
ド

I
r
Uィ

、
}し
V

こ
の
日
と
月
の
関
係
が
葬
援
に
合
つ
て
は
じ

め

て

の

す

る

と

い

う

も

の

で

あ

る

G

だ
が
、
葬
授
に

合
わ
な
け
ば
凶
惑
の
滅
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ト
い
方
を
見
る
と
、
司
月
の
間
柔
・
奇
偶
の
数
を
求
め
る
以

前
に
「
葬
寝
」
に
よ
る
吉
凶
が
確
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

間
日
(
奇
数
)
に
死
ん
だ
者
を
己
丑
(
偶
数
)
の
自
に
埋
葬
す
る

こ
と
を
「
関
柔
等
、
間
柔
合
、
中
…
一
一
向
日
也
。
」
と
一
一
一
は
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
見
れ
ば
、
正
し
く
は
、
奇
数
日
に
死
ん
だ
人
は
偶
数
呂
に

る
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

正しむ土口一少トヘしし
I
ぃ、っ

フ
ー
L
1
4
F
イ

1
1
花
ケ
イ
i
グ円

ト
ず
つ
で
、
こ
の

致
し
て
な
い
と

く22) 

-m大
夫
の
思
葬
日
を
調
べ
た

ら

、

そ

の

葬

日

ば

必

ず

し

も

に

一

っ
て
い
る
。

こ

こ

ん

/
'
L
b
i

〉
、

r将
レ
ポ
ド
U
C
3も
'
、
ー

¥

Z

ラヘ

1
ζ

」次
JHq
カ
p
r
4
Aノ
隊
二
〆
主
日
く

1
ノ
土

問
柔
一
説
を
一
山
で
は
無
視
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
寸
燃
料

で
い
い
円
日
と
す
る
の
は
「
今
、
開
柔
を
践
し
、
悔
の
日
中
を
待

ら
賜
れ
た
る
を
以
て
吉
日
と
な
す
ひ
い
と
あ
る
か
ら
、

で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
υ

こ
の
日
を
古
け
と
す
る
の

iヱ

の
IJ と

し、

い
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
の

芯
い
人
々
し
ん
す
山
、
ノ
役
相
こ
っ
、
て
、

之
、
ノ

F
ら
ん
み
〆
υ
三
月
九
t

J

ォ

ご
L
司

1

、山叶
γ

点、、士、ト
ιJ

ま
F

f

Z

け
イ
ノ
ィ
ア
仁
三

と



に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

・
偶
こ
も
ご
も
で
あ
っ
て

っ
て
退
け
て
い
る
り

に
従
う
か
ぎ
り
、
そ
の
芥
月
は

の
日
月
と
吉
凶
と
は
関
係
が
な

'-

(J) 

、.
V
L
V
 

日
の
lrd
凶
を
記
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
月
に
血
忌
の
月
が
あ
り
、
こ
の
月
に
牲
を
殺
し
、
祭
配
す
れ

ば
必
ず
底
納
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

祭
り
と
は
援
に
食
を
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
強
と
は
死
人
の
精
援

で
あ
る
。
生
を
推
し
て
死
に
事
え
、
人
を
推
し
て
京
に
事
え
る
つ
人

に
飲
食
が
あ
る
故
、
死
者
の
怒
も
、
常
然
、
飲
食
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
供
物
を
過
し
、
死
者
と
生
者
の
感
悠
関
係
、
が
成
立
す
る
つ
だ
か

ら
祭
犯
の
儀
式
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

十
日
記
は
そ
の
功
に
報
い
る
こ
と
で
、
そ
の
功
徳
を
忠
れ
な
い
と
い

う
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
死
に
事
え
る
こ
と
を
生
者
に
事
え
る
よ
う

に
す
る
の
は
、
亡
き
人
に
背
か
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

王
充
は
祭
犯
の
一
怒
を
こ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
こ
の
祭
配
観
は
、

古
川
附
誠
一
悩
の
た
め
に
す
る
儀
式
を
否
定
し
、
報
思
報
功
を
第
一

し
た
道
徳
的
祭
配
視
で
あ
る
よ
う
。

こ
の
前
提
と
な
る
の
は
、

こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

、

と

しか

'-

れ
カミ

死
者
の
山
般
的
紳
秘
性
を
否
定
し
て
い
る

と
生
者
の
感
慰
問
側
係
を
見
て
い
る
こ
と

の
紳
秘
性
を
認
め
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
か

の
品
川
一
宮
山
を
否
定
す
る
論
接
と
な
っ
て

い
る
の
で
J
A

りふるっ

生
者
と
死
者
が
同
類
で
あ
る
な
ら
ば
、
ん
旬
日
飲
食
を
と
る

同
様
、
一
死
者
の
援
に
供
物
す
る
と
き
も
、
日
を
選
ぶ
こ
と
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
JU

祭
犯
す
る
か
一
台
か
は
、
生
者
の
道
徳
的
資
性
が
問
題
と
な
る
の
で

あ
っ
て
、
中
日
凶
鍋
訴
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が

の
結
論
で
も
あ
る
。

と
は
泳
浴
の
日
の
古
凶
を
と
く
も
の
で
あ
り
、

凶
日
は
卯
の
日
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
泳
の
日
の
古
川
問
、
子
・
卯
の
日
の
淵
源
は
、
五
行
に
十
一

を
配
し
、
禍
一
耐
の
九
数
を
配
す
る
揚
雄
の
「
太
玄
経
」
に
あ
る
と
島

邦
男
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
「
五
行
思
想
と
総
記
月
令
の

日
q
bし
一
/

百
刊
行
内
ノ
し
」

iま

¥ノ

!
1
、

バ
V
ド
ト
ト
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の

に
つ
い
て
、
王
充
は
五
行
設
を
も
っ
て
反

の

k
u
u
h

、
ノ
ペ
i
J

M
m
J
dノ
マ
戸
丸
、

ま
ず
、
洗
・
盟
・
浴
に
は
日
を
揮
ば
ぬ
矛
脂
を
つ
き
、

く
し
け
ず

頭
髪
を
リ
体
す
る
こ
と
を
傘
と
す
れ
ば
、
櫛
る
尽
に
も
日
禁
が
あ
っ

、

、

て
し
か
る
べ
き
こ
と
を
い
う
。
櫛
の
木
と
泳
の
水
と
は
共
に
五
行
で

も
し
も
、

'「
/

7

、ν
G

J
J
h
V
7
f
G
 

だ
が
木
を
用
う
る
の
に

水
を
使
う
の
に
日
禁
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
も
し
も
水
木
の
辱
卑
で
日
を
捧
ぶ
と
す
る
な
ら

ば
、
火
は
水
木
よ
り
上
位
に
あ
り
、
火
を
使
う
に
は
す
べ
て
日
を
持



ば
ね
ば
な
る
ま
い
し

の
こ
の

で
あ
る
と
許
し
て
い
る
c

こ
れ
は

っ

て

に

立

脚

し

た

禁

忌

を

批

判

に
解
説
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

J

U

」

l
f
 

の

そ

の

他

、

一

知

に

つ

い

て

は

省

略

す
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
狩
俗
、
民
間
信
仰
が
、
陰
陽
五
行
設
に
出

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
考
慮
す
べ
き
も
の
と

忠
わ
れ
る
り

次
に

J

に
し
よ
う
じ

の
結
び
を
見
、

の

る
こ
と

〉
云
可
申
土
こ

〆
ン
一
二
日
一
品
川
咋

}
V

わ
や

殆
ん
ど
そ
の
買
な
し
の
…
大
道
知
り
が
た
く
、
た
と
い
こ
れ
あ
れ

ど
、
諸
一
刊
の
事
J
f
m川
う
る
の
日
、
之
れ
を
忌
む
も
仰
の
一
川
か
あ

ら
ん
。
治
ま
ざ
る
も
何
の
納
か
あ
ら
ん
。
王
者
中
子
の
日
を
以

て
事
を
県
ぐ
、
民
も
ま
た
之
れ
な
用
う
。
王
者
之
れ
を
を
聞
く

も
、
刑
法
せ
ず
υ

夫
れ
王
者
は
氏
の
己
れ
と
山
ハ
に
し
相
い
避
け

ざ
る
な
怒
ら
ず
リ
市
八
一
例
何
一
%
れ
ぞ
濁
り
ま
さ
に
之
れ
を
完
む
べ

け
ん
や
。
王
法
事
を
年
ぐ
る
に
、
人
事
の
一
川
土
台
を
以
て
し
、
日

の
仁
川
口
内
な
間
わ
ず
ぇ
孔
ソ
十
日
く
「
の
宅
兆
を
ト
し
て
之
れ
な

定
化
け
す
ニ
シ
一
心
存
共
立
、
は
が
む
こ

t
J
t寸
d

J

v

l

句

〈

?

コ

1
1
Aサ
}
L
K
‘

ノ

yι
ノ

v
u
n川
)
紅
、

臼
く
「
↓
内
事
は
柔
日
を
以
て
し
外
事
は
糊
臼
を
以
て
す
」
と
。

間
柔
以
て
「
内
外
を
接
、
し
み
、
吉
凶
を
論
じ
以
て
械
と
矯
さ

こ
の
結
論
は
、
諸
紳
を
麿
に
配
し
、
日
禁
を
定
め
、
そ
の
紳
々
の

鎮
魂
を
求
め
る
箆
家
の
訟
を
批
判
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

民
間
に
は
呪
術
枇
舎
、
忍
桜
一
位
舎
の
残
浮
が
流
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
じ
こ
の
流
れ
績
け
て
来
た
民
間
の
素
朴

な
努
俗
、
信
仰
に
、
阿
佐
家
は
陰
陽
五
行
、
相
生
、
相
勝
設
を
混
え
て
、

禁
忌
の
訟
を
と
な
え
、
ま
た
、
一
新
に
生
み
だ
し
て
い
っ
た
も
の
と
忠

わ
れ
る
。

こ
の
と
き
、
彼
等
は
ど
の
よ
う
に
し
て
民
間
に

節
を
改
め
論
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
。

す

び

( 24 ) 
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い論が
る ;HJI 徹
こが!民
を
紋-篇三
Lら
くプ 、
、む

の

の

の

我

々

は

の

批

判

に
削
減
を
認
め
る
こ
と
、
ま
た
批
判
の

そ

の

つ

く

こ

と

で

成

立

し

て

の
で
あ
り
ノ
、
こ
の
淵
源
か
ら
、
携
は
義
却
、

ら
す
も
の
で
は
な
い
と
の

の

る
こ
との

0) 

」



の

こ

の

論

法

か

ら

見

れ

ば

、

本

来

、

し

て

の

も

の
が
、
合
凶
耐
耐
と
結
び
つ
き
、
し
て
者
俗
化
し
て
い
る
こ

と
と
な
る
。

の

た
と
え
ば
、
ぺ
被
刑
得
徒
、

し
よ
う
。

ジド

の
禁
忌
を
見
る
こ
と
に

こ
の
禁
忌
の
淵
源
論
抜
を

と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
心

こ
れ
を
王
充
の
批
判
の
論
理
に
照
し
て
見
れ
ば
、
こ
の
忌
は

「孝
L

を
般
数
政
治
の
軸
と
す
る
後
漢
王
朝
の
施
策
が
、
民
間
の
俗

信
と
結
び
つ
き
、
湖
沼
俗
化
し
た
型
の
一
回
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
総
数
政
治
が
「
五
刑
の
随
一
一
一
千
あ
り
、
市
し

て
罪
は
不
孝
よ
り
大
な
る
は
な
し
よ
(
一
孝
絞
)
五
刑
本
)
と
、
不

孝
に
到
す
る
苛
酷
な
刑
罰
と
相
い
侠
っ
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
俗
信
を
助
長
す
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

に
求
め
て
い
る
こ

〉
j 

。〉

、
)
。

}
u
v
γ
ι

ー

は
こ
の
淵
源
論
按
を
方
位
の

ご一令、、

中
れ
よ

μ

に
基
く
も
の
と
し
て

を
不
祥
と
す
る

か
っ
た
と

い
う
推
測
は
常
た
ら
な
い
だ
ろ
う
c

…

、

の

禁
を
強
調
す
る
の
は
、
総
規
範
が
習
怒
信
仰
と
融
合
し
浸
透
し
て
い

る
こ
と
に
到
す
る
批
判
と
し
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
ν

政
規
範
は
本
来
、
人
間
の
内
面
を
問
題
に
し
、
そ
の
道
徳
性
を
喚

信
義
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
「
人
に
劫
め
て
落
を

な
さ
し
め
、
人
を
し
て
慌
を
京
ん
ぜ
し
む
る
い
(
ぺ
論
衡
い
税
法
問
詩

篇
〉
こ
と
が
重
脱
さ
れ
る
筈
な
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
践
は
「
鬼

一
仰
の
在
、
問
機
の
蝋
j

一
(
一
一
裕
衡
い
'
成
法
問
詩
篇
)
と
総
活
し
て
浸
透

し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

線
規
範
は
、
そ
の
一
出
に
あ
っ
て
ぷ
歪
ご
と
な
り
、
生
活
を
律

す
る
も
の
と
な
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
犯
織
す
れ
ば
、
京
り
と
し
て
病

死
災
忠
に
保
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
集
閣
か
ら
除
外
さ
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
人
々
は
す
す
ん
で
こ
れ
ら
の
禁
忌
を
受
け
入

れ
、
身
の
安
全
を
雑
持
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
心

運
命
の
激
援
す
る
枇
舎
に
お
い
て
、
生
活
の
安
定
の
た
め
に
誰
し

も
が
自
己
の
運
命
の
絡
な
求
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
中
か
ら
吉
凶
を

諜
一
一
治
す
る
十
日
法
が
生
ま
れ
た
ひ
時
代
の
境
涯
に
作
っ
て
慨
系
化
す

る
u

易
は
そ
れ
な
り
に
自
己
嬰
革
を
遂
げ
、
宇
宙
的
世
界
観
を
構
成

す
る
。
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こ
、
れ
ほ

し
、
接
大
し
た
こ
と
た
ん
な
る
い
点
笈
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ま
た
、
多
様
化
す
る
現
象
、

、、

L
、
L
L
i「
¥
ノ
ヨ
に
、
ル
百
一
-J

F
才
柱
男
グ
一
♂
明
記
ハ
ー

に
成
功
し
た
こ

日
月
の
還
り

ょ
う
仁

の
移
動
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ど
き
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